
緊急水田農業情報
（令和４年５月）

　令和３年産米は、前年からの民間在庫量が多かったため、
価格が大幅に下落しました。
需要のある作物への転換に取り組みましょう!!
（☆営農計画書の変更は６月末まで可能）

栃木県農業再生協議会

作付転換拡大助成（県＋国）

産地交付金（県設定）

産地交付金（国設定）

産地交付金（市町設定）

畑作物の直接支払交付金

戦略作物助成

販売額

地域の実状に合った
転換作物を

検討しましょう!!

令和４年産米も厳しい需給環境が懸念されます

主食用米と転換作物との10aあたり収入イメージ

助成制度等を活用し、主食用米から
収益性の高い作物に転換しましょう!!

81,000円

99,232円
5,000円

1,000円
4,622円

83,030円

5,580円

5,000円

36,100円

40,000円

780,000円

35,000円

30,780円

106,880円

820,000円

令和３年産
コシヒカリ９俵の
概算金額

主食用米 飼料用米 大　豆 ね　ぎ

● 作付転換拡大助成は、原則として、主食用米を減少させ、飼料用米、米粉用米、輸出用米、麦、大豆（いずれも
基幹作）に転換拡大した面積が対象であり、助成を受けるためには要件があります。

● 産地交付金（市町設定）は、令和３年産の県内平均設定額で、市町によって設定の有無、単価が異なります。

● 飼料用米の戦略作物助成は、令和２年産の県内平均交付実績額です。

● 大豆の畑作物の直接支払交付金は、グラフの値は令和２年産の１等交付単価で算出しています。
　 また、目標収量の200kg／10aで算出しています。

● 大豆の産地交付金（市町設定）は、市町によってバラツキが大きいため計上していません。
　 市町で助成措置を設けている場合は、別途助成を受けられます。



作付転換拡大緊急対策支援を活用しましょう！
　主食用米の急激な需要減少に対応するため、緊急的に、主食用米から
飼料用米等への作付転換の拡大の取組に対して助成します。

　生産者毎に、原則として令和３年産からの主食用米の作付面積の減少
分を上限とし、飼料用米等の対象作物の拡大面積に対して助成します。
　ただし、経営規模を拡大した場合は、前述によらず、飼料用米等の対象
作物の拡大面積から主食用米の拡大面積を減じた分を助成します。

主食用米から対象作物への作付転換した水田面積（対象作物面積の拡大）に対して
助成します。

対象となる取組は？

作付転換が定着するよう、単収向上等の技術対策を合わせて実施すること。

[飼料用米、米粉用米、輸出用米]
◆ 多収品種の導入、栽培マニュアルに基づく技術対策（適正な施肥等）の励行、
　 フレコン・バラ出荷　等

[麦・大豆]
◆ 栽培指針に基づく技術対策の励行（排水対策等）　等

助成を受けるための要件は？

5,000円/10a（県2,500円/10a＋国2,500円/10a）
県と同額の上乗せが国から生産者に直接交付される。

交付額は？

飼料用米、米粉用米、輸出用米、麦、大豆（いずれも基幹作）

対象となる作物は？

地域農業再生協議会

事業主体は？
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